
　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

務
店
企
画
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー

務
店
企
画
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー

第
９
回
。
毎
月
そ
れ
ぞ
れ
の

第
９
回
。
毎
月
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
家
が
家
づ
く
り
を
ア
ド

専
門
家
が
家
づ
く
り
を
ア
ド

バ
イ
ス
。
参
加
者
か
ら
「
家

バ
イ
ス
。
参
加
者
か
ら
「
家

づ
く
り
に
関
す
る
知
識
が
増

づ
く
り
に
関
す
る
知
識
が
増

え
た
！
」
と
好
評
で
す
。

え
た
！
」
と
好
評
で
す
。

　

４
月

　

４
月
2020
日
の
第
４
部
で

日
の
第
４
部
で

は
、
税
理
士
が
お
金
に
関
す

は
、
税
理
士
が
お
金
に
関
す

る
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝

る
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
ま
す
。「
消
費
税
が
上
が
る

え
ま
す
。「
消
費
税
が
上
が
る

前
に
家
を
購
入
し
た
い
」「
先

前
に
家
を
購
入
し
た
い
」「
先

祖
代
々
の
不
動
産
を
相
続
で

祖
代
々
の
不
動
産
を
相
続
で

手
放
し
た
く
な
い
」「
何
も

手
放
し
た
く
な
い
」「
何
も

し
て
い
な
い
土
地
建
物
を
活

し
て
い
な
い
土
地
建
物
を
活

用
し
た
い
」
―
こ
ん
な
方
に

用
し
た
い
」
―
こ
ん
な
方
に

お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

増
税
前
に
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

増
税
前
に
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

　

４
月

　

４
月
2020
日（
土
）午
前

日（
土
）午
前
1010

時
、戸
井
田
工
務
店（
大
町
）。

時
、戸
井
田
工
務
店（
大
町
）。

参
加
無
料
、要
事
前
申
込
。申

参
加
無
料
、要
事
前
申
込
。申

込
・
問
合
せ　

戸
井
田
工
務

込
・
問
合
せ　

戸
井
田
工
務

店　

鎌
倉
市
大
町
５
―
５
―

店　

鎌
倉
市
大
町
５
―
５
―

９
☎
０
４
６
７
・

９
☎
０
４
６
７
・
2424
・
７
７

・
７
７

７
７
、

７
７
、info@

kam
akura-

info@
kam
akura-

standard.com
standard.com

　

藤
原
宮
の
菜
の
花
を
取
り

　

藤
原
宮
の
菜
の
花
を
取
り

囲
む
サ
ク
ラ
、
広
沢
池
に
夕

囲
む
サ
ク
ラ
、
広
沢
池
に
夕

日
と
と
も
に
う
つ
る
サ
ク

日
と
と
も
に
う
つ
る
サ
ク

ラ
、
妙
本
寺
の
散
り
ザ
ク
ラ

ラ
、
妙
本
寺
の
散
り
ザ
ク
ラ

…
夢
の
世
界
の
よ
う
な
風
景

…
夢
の
世
界
の
よ
う
な
風
景

が
色
鮮
や
か
に
広
が
る
。

が
色
鮮
や
か
に
広
が
る
。

　

鎌
倉
市
大
町
在
住
の
写
真

　

鎌
倉
市
大
町
在
住
の
写
真

家
・
原
田
寛
さ
ん
（

家
・
原
田
寛
さ
ん
（
7070
）

が
、
鎌
倉
、
京
都
、
奈
良
の

が
、
鎌
倉
、
京
都
、
奈
良
の

サ
ク
ラ
を
テ
ー
マ
に
し

サ
ク
ラ
を
テ
ー
マ
に
し

た
写
真
集
「
古
都
櫻
」

た
写
真
集
「
古
都
櫻
」

を
出
版
し
た

を
出
版
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

早
春
か
ら
晩
春
ま
で

　

早
春
か
ら
晩
春
ま
で

の
サ
ク
ラ
の
風
景
が
そ
れ
ぞ

の
サ
ク
ラ
の
風
景
が
そ
れ
ぞ

れ
の
古
都
の
特
色
を
表
わ
し

れ
の
古
都
の
特
色
を
表
わ
し

な
が
ら
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

な
が
ら
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

原
田
さ
ん
は
古
都
を

原
田
さ
ん
は
古
都
を
4040
年
に
年
に

渡
っ
て
撮
り
続
け
て
き
た

渡
っ
て
撮
り
続
け
て
き
た

が
、
三
古
都
を
ま
と
め
た
写

が
、
三
古
都
を
ま
と
め
た
写

真
集
は
初
め
て
と
い
う
。

真
集
は
初
め
て
と
い
う
。

　

出
版
を
記
念
し
た
写
真
展

　

出
版
を
記
念
し
た
写
真
展

が
４
月
３
〜
７
日
東
京
・
ピ

が
４
月
３
〜
７
日
東
京
・
ピ

ク
ト
リ
コ
シ
ョ
ッ
プ
＆
ギ
ャ

ク
ト
リ
コ
シ
ョ
ッ
プ
＆
ギ
ャ

ラ
リ
ー
表
参
道
（
☎

ラ
リ
ー
表
参
道
（
☎
0303
・
６
・
６

４
４
７
・
５
４
４
０
）、４
月

４
４
７
・
５
４
４
０
）、４
月

９
〜
９
〜
1414
日
京
都
写
真
美
術
館

日
京
都
写
真
美
術
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ジ
ャ
パ
ネ
ス

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ジ
ャ
パ
ネ
ス

ク
で
開
か
れ
る
。入
場
無
料
。

ク
で
開
か
れ
る
。入
場
無
料
。

　

原
田
さ
ん
は
「
美
し
い
自

　

原
田
さ
ん
は
「
美
し
い
自

然
の
風
景
と
と
も
に
伝
統
文

然
の
風
景
と
と
も
に
伝
統
文

化
の
宝
庫
で
あ
る
古
都
の
魅

化
の
宝
庫
で
あ
る
古
都
の
魅

力
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い

力
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」と
話
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
話
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
星
月
写
真

る
。
問
い
合
わ
せ
星
月
写
真

企
画
☎
０
４
６
７
・

企
画
☎
０
４
６
７
・
2323
・
３
・
３

６
９
４

６
９
４

　

田
越
川
は
逗
子
市
内
３
㌔

　

田
越
川
は
逗
子
市
内
３
㌔

ほ
ど
を
流
れ
る
二
級
河
川

ほ
ど
を
流
れ
る
二
級
河
川

だ
。
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る

だ
。
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る

と
、
カ
ワ
セ
ミ
や
コ
サ
ギ
、

と
、
カ
ワ
セ
ミ
や
コ
サ
ギ
、

カ
ル
ガ
モ
を
見
る
。

カ
ル
ガ
モ
を
見
る
。

　

イ
ー
ゼ
ル
を
立
て
て
描
い

　

イ
ー
ゼ
ル
を
立
て
て
描
い

て
い
る
と
「
こ
ん
な
所
、
絵

て
い
る
と
「
こ
ん
な
所
、
絵

に
な
り
ま
す
か
？
」
と
い
う

に
な
り
ま
す
か
？
」
と
い
う

人
も
い
る
。
そ
の
ま
ま
で
絵

人
も
い
る
。
そ
の
ま
ま
で
絵

に
な
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
も

に
な
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
も

な
い
。
上
高
地
を
何
度
も
訪

な
い
。
上
高
地
を
何
度
も
訪

れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
素
晴

れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
素
晴

ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ

ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ

が
、
切
り
取
っ
た
ま
ま
で
は

が
、
切
り
取
っ
た
ま
ま
で
は

画
に
は
な
ら
な
い
。
山
の

画
に
は
な
ら
な
い
。
山
の

形
、
川
の
流
れ
、
色
を
変

形
、
川
の
流
れ
、
色
を
変

え
、
初
め
て
絵
に
な
る
。
逆

え
、
初
め
て
絵
に
な
る
。
逆

に
、
絵
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ

に
、
絵
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ

も
私
は
知
ら
な
い
。
工
夫
次

も
私
は
知
ら
な
い
。
工
夫
次

第
で
必
ず
絵
に
な
る
と
思
っ

第
で
必
ず
絵
に
な
る
と
思
っ

て
い
る
。
能
天
気
な
の
だ
。

て
い
る
。
能
天
気
な
の
だ
。

　

水
彩　

　

水
彩　

3131
×
4141
㎝

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
横
浜
支
社
が

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
横
浜
支
社
が

環
境
保
全
活
動
の
一
環
と
し

環
境
保
全
活
動
の
一
環
と
し

て
３
月
初
旬
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道

て
３
月
初
旬
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道

線
沿
線
の
鎌
倉
市
山
崎
浄
化

線
沿
線
の
鎌
倉
市
山
崎
浄
化

セ
ン
タ
ー
に
サ
ク
ラ
の
苗
木

セ
ン
タ
ー
に
サ
ク
ラ
の
苗
木

な
ど
な
ど
2020
本
を
植
樹
し
た
。

本
を
植
樹
し
た
。

　

３
月
４
日
、
同
社
の
職
員

　

３
月
４
日
、
同
社
の
職
員

ら
が
鎌
倉
市
役
所
を
訪
れ
、

ら
が
鎌
倉
市
役
所
を
訪
れ
、

Ｊ
Ｒ
大
船
の
吉
澤
修
駅
長
が

Ｊ
Ｒ
大
船
の
吉
澤
修
駅
長
が

松
尾
崇
鎌
倉
市
長
に
目
録
を

松
尾
崇
鎌
倉
市
長
に
目
録
を

贈
呈
、
松
尾
市
長
か
ら
同
社

贈
呈
、
松
尾
市
長
か
ら
同
社

に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

今
回
植
樹
さ
れ
た
の
は
高

　

今
回
植
樹
さ
れ
た
の
は
高

さ
３
㍍
ほ
ど
の
ソ
メ
イ
ヨ

さ
３
㍍
ほ
ど
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
シ
ノ
1717
本
と
マ
テ
バ

本
と
マ
テ
バ

シ
イ
３
本
。
同
社
が

シ
イ
３
本
。
同
社
が

１
９
９
２
年
か
ら
行

１
９
９
２
年
か
ら
行

っ
て
い
る
植
樹
事
業

っ
て
い
る
植
樹
事
業

で
、
こ
れ
ま
で
県
内

で
、
こ
れ
ま
で
県
内

の
横
浜
支
社
エ

の
横
浜
支
社
エ

リ
ア
内
に
植
樹

リ
ア
内
に
植
樹

さ
れ
た
樹
木
は

さ
れ
た
樹
木
は

約
１
万
２
千
本

約
１
万
２
千
本

に
の
ぼ
り
、
鎌

に
の
ぼ
り
、
鎌

倉
で
の
植
樹
は

倉
で
の
植
樹
は

２
０
０
５
年
稲

２
０
０
５
年
稲

村
ガ
崎
公
園
の

村
ガ
崎
公
園
の

マ
ツ
の
植
樹
以

マ
ツ
の
植
樹
以

来
と
い
う
。

来
と
い
う
。

　

松
尾
市
長
は
「
車
窓
か
ら

　

松
尾
市
長
は
「
車
窓
か
ら

サ
ク
ラ
が
楽
し
め
、
鎌
倉
を

サ
ク
ラ
が
楽
し
め
、
鎌
倉
を

訪
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に

訪
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に

も
な
る
の
で
は
」
と
感
謝
を

も
な
る
の
で
は
」
と
感
謝
を

述
べ
、
山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー

述
べ
、
山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
永
田
直
樹
所
長
は
「
空
気

の
永
田
直
樹
所
長
は
「
空
気

の
浄
化
に
も
つ
な
が
り
、
近

の
浄
化
に
も
つ
な
が
り
、
近

隣
の
方
に
も
喜
ん
で
い
た
だ

隣
の
方
に
も
喜
ん
で
い
た
だ

け
そ
う
だ
。
大
切
に
育
て
た

け
そ
う
だ
。
大
切
に
育
て
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

鎌
倉
大
船
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

　

鎌
倉
大
船
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
田
中
哲
会
長
）
が
３

ラ
ブ
（
田
中
哲
会
長
）
が
３

月
７
日
、
鎌
倉
市
小
袋
谷
の

月
７
日
、
鎌
倉
市
小
袋
谷
の

成
福
寺
に
玉
縄
桜
４
本
を
植

成
福
寺
に
玉
縄
桜
４
本
を
植

樹
し
た
。

樹
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
が
大
船
フ
ラ
ワ

　

同
ク
ラ
ブ
が
大
船
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
で
育
成
さ
れ
、

ー
セ
ン
タ
ー
で
育
成
さ
れ
、

種
苗
登
録
さ
れ
た
玉
縄
桜
を

種
苗
登
録
さ
れ
た
玉
縄
桜
を

「
地
元
の
宝
物
」
と
考
え
、

「
地
元
の
宝
物
」
と
考
え
、

「
玉
縄
桜
１
０
０
年
の
杜
プ

「
玉
縄
桜
１
０
０
年
の
杜
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立

ト
」
を
立

ち
上
げ
、

ち
上
げ
、

大
船
生
ま

大
船
生
ま

れ
の
こ
の

れ
の
こ
の

サ
ク
ラ
を

サ
ク
ラ
を

普
及
す
る

普
及
す
る

奉
仕
活
動

奉
仕
活
動

を
行
っ
て
い
く
と
い
う
。

を
行
っ
て
い
く
と
い
う
。

　

当
日
は
、
記
念
の
朗
読
会

　

当
日
は
、
記
念
の
朗
読
会

も
行
わ
れ
、
約

も
行
わ
れ
、
約
7070
人
が
同
寺

人
が
同
寺

の
本
堂
で
玉
縄
桜
に
ま
つ
わ

の
本
堂
で
玉
縄
桜
に
ま
つ
わ

る
物
語
な
ど
の
朗
読
に
聞
き

る
物
語
な
ど
の
朗
読
に
聞
き

入
っ
た
。

入
っ
た
。

　

植
樹
式
で
は
田
中
会
長
が

　

植
樹
式
で
は
田
中
会
長
が

「
こ
こ
は
電
車
か
ら
も
見
え

「
こ
こ
は
電
車
か
ら
も
見
え

て
多
く
の
人
に
楽
し
ん
も
ら

て
多
く
の
人
に
楽
し
ん
も
ら

え
そ
う
だ
。
地
元
の
皆
様
と

え
そ
う
だ
。
地
元
の
皆
様
と

い
っ
し
ょ
に
１
本
１
本
増
や

い
っ
し
ょ
に
１
本
１
本
増
や

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。

い
た
。

　

２
月
に
大
船
の
シ
ン
ボ
ル

　

２
月
に
大
船
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
い
え
る
大
船
観
音
寺
に

と
も
い
え
る
大
船
観
音
寺
に

４
本
植
樹
し
て
い
る
。

４
本
植
樹
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
市
体
育
協
会
加
盟
の

　

鎌
倉
市
体
育
協
会
加
盟
の

武
道
団
体
が
日
ご
ろ
の
練
習

武
道
団
体
が
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
披
露
す
る
「
鎌
倉

の
成
果
を
披
露
す
る
「
鎌
倉

市
演
武
会
」
が
３
月

市
演
武
会
」
が
３
月
1010
日
鎌
日
鎌

倉
武
道
館
で
開
か
れ
た
。
今

倉
武
道
館
で
開
か
れ
た
。
今

年
で
年
で
3232
回
目
。

回
目
。

　

演
武
し
た
の
は
少
林
寺
拳

　

演
武
し
た
の
は
少
林
寺
拳

法
、
居
合
道
、
合
気
道
、
剣

法
、
居
合
道
、
合
気
道
、
剣

道
、
な
ぎ
な
た
、
柔
道
、

道
、
な
ぎ
な
た
、
柔
道
、
跆テ

拳コ
ン
コ
ン

道ド
ウ
ド
ウ

、
太
極
拳
、
弓
道
の
９

、
太
極
拳
、
弓
道
の
９

団
体
約
２
０
０
人
。

団
体
約
２
０
０
人
。

　

「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終

　

「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終

わ
る
」
と
い
う
武
道
の
精
神

わ
る
」
と
い
う
武
道
の
精
神

の
と
お
り
、
各
団
体
と
も
姿

の
と
お
り
、
各
団
体
と
も
姿

勢
を
正
し
て
礼
を
行
い
、
指

勢
を
正
し
て
礼
を
行
い
、
指

導
者
か
ら
丁
寧
な
技
の
説
明

導
者
か
ら
丁
寧
な
技
の
説
明

も
あ
っ
た
。

も
あ
っ
た
。

　

小
学
生
た
ち
が
演
武
す
る

　

小
学
生
た
ち
が
演
武
す
る

姿
も
多
く
見
ら
れ
、
な
ぎ
な

姿
も
多
く
見
ら
れ
、
な
ぎ
な

た
で
は
、
親
子
で
向
き
合
っ

た
で
は
、
親
子
で
向
き
合
っ

て
技
を
か
け
た
。
有
段
者
や

て
技
を
か
け
た
。
有
段
者
や

選
手
権
入
賞
者
の
演
武
、
居

選
手
権
入
賞
者
の
演
武
、
居

合
道
の
真
剣
を
使
っ
て
の
立

合
道
の
真
剣
を
使
っ
て
の
立

ち
技
、
な
ぎ
な
た
と
剣
道
の

ち
技
、
な
ぎ
な
た
と
剣
道
の

異
種
試
合
を
観
客
は
固
唾
を

異
種
試
合
を
観
客
は
固
唾
を

飲
ん
で
見
守
っ
た
。

飲
ん
で
見
守
っ
た
。

　

「
鎌
倉
て
ら
こ
や
」
が
３

　

「
鎌
倉
て
ら
こ
や
」
が
３

月
1717
日
、
鎌
倉
大
仏
高
徳
院

日
、
鎌
倉
大
仏
高
徳
院

で
自
分
た
ち
の
描
い
た
イ
ラ

で
自
分
た
ち
の
描
い
た
イ
ラ

ス
ト
入
り
の
箱
の
鳩
サ
ブ
レ

ス
ト
入
り
の
箱
の
鳩
サ
ブ
レ

ー
を
販
売
し
た
。

ー
を
販
売
し
た
。

　

鳩
サ
ブ
レ
ー
の
豊
島
屋
と

　

鳩
サ
ブ
レ
ー
の
豊
島
屋
と

コ
ラ
ボ
し
た
１
日
限
定
の
特

コ
ラ
ボ
し
た
１
日
限
定
の
特

別
企
画
で
、
５
０
０
個
用
意

別
企
画
で
、
５
０
０
個
用
意

し
、
ほ
ぼ
完
売
し
た
。

し
、
ほ
ぼ
完
売
し
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
の
は

　

イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
の
は

鎌
倉
て
ら
こ
や
の
活
動
に
参

鎌
倉
て
ら
こ
や
の
活
動
に
参

加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。

加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。

テ
ー
マ
は「
鎌
倉
大
仏
」「
て

テ
ー
マ
は「
鎌
倉
大
仏
」「
て

ら
こ
や
」で
、公
募
の
小
学
生

ら
こ
や
」で
、公
募
の
小
学
生

と
中
学
生
の
作
品
か
ら
５
点

と
中
学
生
の
作
品
か
ら
５
点

が
選
ば
れ
た
。
各
１
０
０
個

が
選
ば
れ
た
。
各
１
０
０
個

ず
つ
印
刷
さ
れ
、１
箱
４
０

ず
つ
印
刷
さ
れ
、１
箱
４
０

０
円
で
販
売
さ
れ
た
。

０
円
で
販
売
さ
れ
た
。

　

小
学
３
年
の
安
川
櫻
さ
ん

　

小
学
３
年
の
安
川
櫻
さ
ん

は
鎌
倉
て
ら
こ
や
の
マ
ス
コ

は
鎌
倉
て
ら
こ
や
の
マ
ス
コ

ッ
ト
「
て
ら
の
す
け
」
と
大

ッ
ト
「
て
ら
の
す
け
」
と
大

仏
が
鳩
サ
ブ
レ
ー
を
食
べ
て

仏
が
鳩
サ
ブ
レ
ー
を
食
べ
て

い
る
絵

い
る
絵
＝
写
真
左

＝
写
真
左
、
小
学
５

、
小
学
５

年
生
の
鈴
木
瑛
太
く
ん
は
大

年
生
の
鈴
木
瑛
太
く
ん
は
大

仏
と
鳩
を
描
い
た

仏
と
鳩
を
描
い
た
＝
写
真

＝
写
真

右
。
二
人
と
も
一
日
店
員
と

。
二
人
と
も
一
日
店
員
と

し
て
参
拝
客
に
購
入
を
呼
び

し
て
参
拝
客
に
購
入
を
呼
び

か
け
た
。
収
益
は
活
動
資
金

か
け
た
。
収
益
は
活
動
資
金

に
充
て
ら
れ
る
。

に
充
て
ら
れ
る
。

　

鎌
倉
て
ら
こ
や
は
、
鎌
倉

　

鎌
倉
て
ら
こ
や
は
、
鎌
倉

周
辺
地
域
の
小
中
学
生
を
対

周
辺
地
域
の
小
中
学
生
を
対

象
に
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を

象
に
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を

抱
き
、
生
き
る
力
と
心
を
育

抱
き
、
生
き
る
力
と
心
を
育

む
た
め
の
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

む
た
め
の
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
、
学
生
や
大
人
、
親
た

ト
を
、
学
生
や
大
人
、
親
た

ち
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
。

ち
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
。

鎌倉市居合道協会鎌倉市居合道協会

鎌倉市合気道連盟鎌倉市合気道連盟

ＪＲ森づくり事業の贈呈式ＪＲ森づくり事業の贈呈式＝３月４日鎌倉市役所で＝３月４日鎌倉市役所で

線
路
沿
い
に
植
え
ら
れ
た
サ
ク
ラ

線
路
沿
い
に
植
え
ら
れ
た
サ
ク
ラ

　
　

大
船
Ｒ
Ｃ
が
玉
縄
桜
を
成
福
寺
に
植
樹

　
　

大
船
Ｒ
Ｃ
が
玉
縄
桜
を
成
福
寺
に
植
樹
‖
３
月
７
日

３
月
７
日

2020
「
田
越
川
」

黒
川　

明

鎌倉で
「木」と
暮らす

連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
９
回

連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
９
回

第
４
部　

第
４
部　

こ
れ
か
ら
の〝
お
金
〞と

こ
れ
か
ら
の〝
お
金
〞と

〝
リ
フ
ォ
ー
ム
〞、〝
家
づ
く
り
〞勉
強
会

〝
リ
フ
ォ
ー
ム
〞、〝
家
づ
く
り
〞勉
強
会

〜
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

〜
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

 

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〜

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〜

〜
知
っ
て
得
す
る
３
つ
の
税
対
策
〜

〜
知
っ
て
得
す
る
３
つ
の
税
対
策
〜

原
田
寛
さ
ん
写
真
集
を
出
版

原
田
寛
さ
ん
写
真
集
を
出
版

東
京
・
京
都
で
記
念
の
発
表
展
も

東
京
・
京
都
で
記
念
の
発
表
展
も

　

花
で
地
域
に
う
る
お
い
を

　

花
で
地
域
に
う
る
お
い
を

車
窓
か
ら
お
花
見
を

車
窓
か
ら
お
花
見
を

Ｊ
Ｒ
横
浜
支
社
が
植
樹

Ｊ
Ｒ
横
浜
支
社
が
植
樹

玉
縄
桜
を
地
元
の
宝
物
に

玉
縄
桜
を
地
元
の
宝
物
に

鎌
倉
大
船
Ｒ
Ｃ
が
植
樹

鎌
倉
大
船
Ｒ
Ｃ
が
植
樹

武
道
９
団
体

武
道
９
団
体

鍛
錬
の
成
果
披
露

鍛
錬
の
成
果
披
露

鎌
倉
市
演
武
会

鎌
倉
市
演
武
会

鳩サブレーの箱に鳩サブレーの箱に
鎌倉てらこや・豊島屋がコラボ鎌倉てらこや・豊島屋がコラボ

子どもたちの絵を子どもたちの絵を

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１９年（平成３１年）４月１日 第481号 1部　108円 （８）


